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　路面電車がのんびりと走る情緒ある街並みの熊本市中心部
に、高くそびえ立つ熊本のシンボル、それが今回紹介するANA
クラウンプラザホテル熊本ニュースカイだ。25階建て、高さ
81.4mのシティホテルで、IHG ANA ホテルズのフランチャイ
ズホテルであり、株式会社ニュースカイホテルが運営している。
　２０１４年４月16日より「熊本全日空ホテルニュースカイ」から
現在の名称に変更した。ホテルの歴史は古く、１９６８年にニュー
スカイホテルとして創業。以降、71年に11階建ての西館を増
設、83年に25階建ての東館を増設し、２００５年の一部解体と改
装を経て、ほぼ現在の姿となった。長い歴史にわたって、熊本市
の観光とビジネスを支える場を変わらずに提供し続けている。
　今回は、熊本エリアの経済に密着して発展を支えてきた、ANA
クラウンプラザホテル熊本ニュースカイに導入されたコージェ
ネレーション（熱電併給）システム（以下、コージェネ）を紹介する。

大幅な電力ピークカットと省エネ・コスト削減を
コージェネ導入と熱の有効活用で実現

ANAクラウンプラザホテル
熊本ニュースカイ

■ 施設概要
所 在 地 熊本県熊本市中央区東阿弥陀寺町2番地

構 造 鉄筋コンクリート＋（鉄骨構造）

面 積 敷地面積6103.20㎡、延床面積29375.01㎡

規 模 地上25階建て

開 業 1968年

客 室 数 186室

A N A  C R O W N E  P L A Z A
K U M A M O T O  N E W  S K Y

コージェネ導入のポイント
電力ピークカットによるコスト軽減

「分散型電源導入促進事業費補助金」の 
活用

ホテル用途に多い温熱向け予熱
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ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
導
入
な
ど
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
も
コ
ス
ト
も
12
％
削
減

 ［ 

導
入
の
経
緯 

］

　

設
備
を
更
新
す
る
前
の
熱
源
設
備
は
、
炉

筒
煙
管
ボ
イ
ラ
で
温
熱
を
、
電
動
タ
ー
ボ
チ

ラ
ー
で
冷
水
を
供
給
す
る
典
型
的
な
シ
ス
テ

ム
で
あ
っ
た
。
な
お
、
ボ
イ
ラ
は
２
０
０
４

年
に
、
省
Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸
化
炭
素
）
と
操
作

性
の
向
上
を
目
的
に
、
燃
料
を
重
油
か
ら
天

然
ガ
ス
に
転
換
し
て
い
る
。

■ エネルギーシステム概要

補助金対象都市
ガス

マイクロ
コージェネ

2台 排熱回収
ポンプ

還水タンク
（HWT）

排熱

排熱

蒸気

小型貫流
ボイラ

補給水
還水 運転時間

年間
約2,300時間

夏　期 6時間／日
冬　期8～9時間／日
中間期4～5時間／日

ホ
テ
ル
設
備

熱交換器

■ ガスエンジン仕様概略
メ ー カ ー ヤンマーエネルギーシステム
モ デ ル 名 CP25VB3-TNB

定 格 出 力 25kW

台 数 2台

設 置 場 所 地下機械室

定 格 ガ ス 消 費 量 74.6kW

運 転 電主運転

効 率 発電効率　33.5％／排熱効率　51.5％

の
運
営
に
適
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
と

す
る
べ
く
、
数
々
の
設
備
案
を
検
討
し
た
結

果
、
❶
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
導
入
❷
電
動

タ
ー
ボ
チ
ラ
ー
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ラ
ー
へ
の

機
種
変
更
❸
炉
筒
煙
管
ボ
イ
ラ
の
還
流
ボ
イ

ラ
化
│
│
を
決
定
し
た
。

　

設
備
の
導
入
時
に
は
、
14
年
度
の
都
市
ガ

ス
振
興
セ
ン
タ
ー
の
「
分
散
型
電
源
導
入
促

進
事
業
費
補
助
金
」
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
促
進
事
業
は
、
そ
れ
ま
で
必
ず
し
も
十

分
と
は
言
え
な
か
っ
た
節
電
や
デ
マ
ン
ド
レ

ス
ポ
ン
ス
な
ど
需
要
側
の
工
夫
や
分
散
型
電

源
を
、
需
給
を
均
衡
さ
せ
る
た
め
の
手
段
と

し
て
期
待
し
、
天
然
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
に
よ

る
分
散
型
電
源
を
導
入
す
る
事
業
者
に
対
し
、

補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
省
エ

ネ
や
電
力
需
給
の
安
定
化
等
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
当
事
業
に
採
用

さ
れ
れ
ば
補
助
率
３
分
の
１
以
内
の
事
業
費

補
助
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

 ［ 

導
入
シ
ス
テ
ム
概
要 

］

　

当
ホ
テ
ル
で
は
、
機
器
稼
働
時
間
を
1
日

5
時
間
程
度
と
想
定
し
、
12
％
の
省
エ
ネ
が

達
成
さ
れ
る
見
込
み
と
し
て
事
業
費
補
助
を

申
請
し
、
採
択
さ
れ
た
。
15
年
度
の
実
績
報

告
で
は
、
12
％
の
省
エ
ネ
と
な
り
、
当
初
の

目
標
を
達
成
し
た
。
温
熱
需
要
が
増
加
す
る

冬
の
期
間
に
稼
働
時
間
を
長
く
し
て
給
水
予

熱
量
を
最
大
化
す
る
と
い
っ
た
、
現
場
レ
ベ

　

当
ホ
テ
ル
で
は
、
７
年
前
よ
り
「
ニ
ュ
ー

ス
カ
イ
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
委
員
会
」
を
設
置
し
、

環
境
モ
ラ
ル
や
、
日
頃
の
冷
暖
房
や
照
明
の

消
し
忘
れ
へ
の
意
識
の
強
化
を
手
始
め
と
し
、

ホ
テ
ル
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
削
減
に
つ
い

て
幅
広
く
議
論
を
重
ね
て
き
た
。
そ
う
し
た

中
で
、
設
備
の
老
朽
化
が
目
立
ち
始
め
た
10

年
ご
ろ
よ
り
、
熱
源
機
器
類
を
更
新
す
る
検

討
を
始
め
た
。
県
内
屈
指
の
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル

マイクロコージェネ
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　今回の施設取材に当たり、ご多忙に
もかかわらず施設の案内を努めてくだ
さいました ANA クラウンプラザホテ
ル熊本ニュースカイの平田浩幸 調達・
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マネージャー、担当の米原和広さまに
誌面をお借りして改めて御礼申しあげ
ます。 （取材・文：加藤弘之）

ル
の
工
夫
も
奏
功
し
た
結
果
で
あ
る
。
省
エ

ネ
に
加
え
て
、
運
営
面
で
も
12
％
の
コ
ス
ト

削
減
効
果
を
得
ら
れ
、
経
済
性
の
目
標
も
達

成
し
て
い
る
。

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
に
よ
る
発
電
で
、
導
入
後
の

購
入
電
力
も
削
減
で
き
た
。
ま
た
、
ナ
チ
ュ

ラ
ル
チ
ラ
ー
は
、
都
市
ガ
ス
を
燃
料
と
し
て

冷
水
を
製
造
す
る
た
め
、
必
要
と
す
る
電
力

は
大
幅
に
軽
減
す
る
。
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
の
従
前
の
契
約
電
力
は
１
，
６
０
０
kW

で
あ
っ
た
が
、
今
回
の
機
器
更
新
に
よ
っ
て

１
，３
５
０
kW
に
ま
で
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
を
果

熊
本
地
震
を
乗
り
越
え
て

準
で
工
事
を
実
施
し
た
こ
と
が
備
え
と
な
り
、

披
露
宴
会
場
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
割
れ
る
な

ど
し
た
も
の
の
大
き
な
被
害
は
免
れ
、
４
月

30
日
に
は
通
常
営
業
を
再
開
し
た
。

　

先
人
の
言
葉
の
通
り
、「
災
害
は
忘
れ
た

頃
に
や
っ
て
く
る
」
も
の
と
、
改
め
て
「
備

え
の
大
切
さ
」
が
実
感
さ
せ
ら
れ
る
。
な
お
、

当
ホ
テ
ル
に
は
、
６
２
５
Ｋ
Ｖ
Ａ
×
1
台
の

非
常
用
専
用
発
電
機
が
設
置
さ
れ
、
非
常
灯

と
非
常
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
電
力
を
供
給
す

る
よ
う
備
え
ら
れ
て
い
る
。

　

世
界
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
「
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ

ザ
」
の
冠
を
称
し
た
こ
と
で
、
以
前
に
も
増

し
て
海
外
か
ら
の
来
訪
客
が
増
え
た
そ
う
で

あ
る
。
熊
本
駅
か
ら
路
面
電
車
１
駅
、
駅
か

ら
徒
歩
１
分
と
利
便
性
に
優
れ
、
最
上
階
の

結
婚
式
会
場
か
ら
は
、
熊
本
市
内
を
一
望
で

■ コージェネレーション系統　概要
コ ー ジ ェ ネ 排 熱 還水槽の予熱

ナチュラルチラー 100RT×3台

蒸 気 ボ イ ラ 2t/h×2台

た
し
た
。
ち
な
み
に
、
ホ
テ
ル
運
営
陣
の
電

力
料
金
軽
減
へ
の
意
識
は
さ
ら
に
高
ま
り
、

自
由
化
さ
れ
た
電
力
制
度
を
活
用
し
、
契
約

電
力
の
内
９
０
０
kW
を
九
州
電
力
、
４
５
０

kW
を
新
電
力
か
ら
購
入
す
る
こ
と
で
、
さ
ら

な
る
コ
ス
ト
削
減
を
図
っ
て
い
る
。

　

各
機
器
設
備
は
、
地
下
の
機
械
室
に
設
置

さ
れ
て
い
る
。
還
流
ボ
イ
ラ
と
ナ
チ
ュ
ラ
ル

チ
ラ
ー
は
炉
筒
煙
管
ボ
イ
ラ
の
撤
去
後
に
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
電
動
タ
ー
ボ
チ
ラ
ー
の
撤
去

後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
に
工

夫
し
て
納
め
ら
れ
て
い
る
。

　

２
０
１
６
年
４
月
14
日
に
発
生
し
た
「
平

成
２
８
年
熊
本
地
震
」
の
当
ホ
テ
ル
の
被
害

は
比
較
的
小
さ
く
、
ス
タ
ッ
フ
の
適
切
な
対

応
に
よ
っ
て
、
満
室
状
態
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

大
き
な
混
乱
は
生
じ
な
か
っ
た
。

　

熊
本
で
は
約
２
０
０
年
間
に
わ
た
り
地
震

が
起
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
回

の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
導
入
に
際
し
て
は
、
コ
ス
ト

を
優
先
し
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
対
応

機
で
は
な
く
通
常
タ
イ
プ
が
選
定
さ
れ
て
い

る
。
今
回
の
地
震
に
て
、
ホ
テ
ル
が
電
気
を

引
き
込
む
特
高
系
統
に
停
電
が
発
生
し
な

か
っ
た
こ
と
は
不
幸
中
の
幸
い
で
あ
っ
た
。

建
築
当
時
に
西
日
本
一
の
高
さ
で
あ
っ
た
当

ホ
テ
ル
は
、
当
時
と
し
て
は
厳
し
い
耐
震
基

き
、
今
後
の
益
々
の
発
展
が
予
想
さ
れ
る
。

顧
客
増
と
と
も
に
増
加
が
見
込
ま
れ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
要
へ
の
効
率
的
な
供
給
に
向
け
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
が
ま
す
ま
す
有
効
活
用
さ
れ
る

こ
と
だ
ろ
う
。

蒸気ボイラ



　コープこうべの歴史は古く、社会運動家・賀川豊彦の指
導の下、1921年（大正10年）にその前身「神戸購買組合・
灘購買組合」が誕生している。1991年（平成3年）、創立
70周年を機に名称を「灘神戸生活協同組合」から「生活協
同組合コープこうべ」に改称、組合員のくらしを支え、豊か
にする事業や活動を展開している。事業エリアは兵庫県
全域、京都府京丹後市、大阪府北部に及び、162の店舗と
25の協同購入センターを擁する。また、1995年の阪神・
淡路大震災後に被災地に必要な支援を迅速に行うため
の「コープこうべ災害緊急支援基金」をスタートさせるな

ど、社会活動も数多く行っている。
　生産事業は1924年（大正13年）のみそ・醤油の製造か
ら始まる。六甲アイランド食品工場は1988年（昭和63
年）に操業を開始し、店頭や宅配で供給するパンや麺、豆
腐・納豆、こんにゃく、和菓子等の加工食品のほとんどを
製造している。この工場では、食品製造ラインで大量に使
用する電気や蒸気をコージェネが供給し、エンジンの温
水排熱から空調用の冷水を生成、熱が余る場合はボイラ
給水の予熱を行うなど、コージェネシステムが大活躍して
いる好事例となっている。

地域の食の「安全・安心」を支え
徹底した環境配慮にも寄与するコージェネ

C O N S U M E R S  C O - O P E R A T I V E  K O B E ,  R o k k o  I s l a n d  F o o d  F a c t o r y

■ 施設概要

名 称 生活協同組合コープこうべ
六甲アイランド食品工場

所 在 地 神戸市東灘区向洋町西2丁目１

構造・規模 鉄骨鉄筋コンクリート造７階建

面 積 敷地面積：29,998㎡／延床面積38,218㎡

開 設 1988年（昭和63年）4月

コージェネ導入のポイント

熱需要の変化を考慮したコージェネシステムの更新
非発兼用機の採用で、非常用発電機を撤廃
食品廃棄物を活用したバイオガスコージェネも併設

1

2

3

生活協同組合コープこうべ
六甲アイランド食品工場

Case2
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 ［ 

導
入
の
経
緯 

］

　

１
９
８
８
年
の
現
工
場
開
設
時
か
ら

６
０
０
kW
の
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
２
台
（
停
電
対

応
な
し
）
を
設
置
・
運
用
を
し
て
い
た
が
、

さ
ら
な
る
電
力
・
蒸
気
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

図
る
た
め
１
９
９
３
年
に
１
，１
０
０
kW
の
ガ

ス
タ
ー
ビ
ン
（
停
電
対
応
な
し
）
１
台
を
追

加
し
た
。
ま
た
、
同
時
に
停
電
対
応
の
た
め

Ｌ
Ｐ
Ｇ
（
液
化
石
油
ガ
ス
）
仕
様
の
３
８
０

ｋ
Ｖ
Ａ
の
非
常
用
発
電
機
も
追
加
設
置
し
た
。

高
発
電
効
率
の
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
へ
リ
プ
レ
ー
ス

非
発
兼
用
機
も
導
入

　

そ
の
後
、
開
設
当
時
か
ら
使
用
し
て
い
た

蒸
気
焚
吸
収
式
冷
凍
機
の
老
朽
化
に
伴
い
、

効
率
の
良
い
ガ
ス
焚
吸
収
式
冷
凍
機
へ
リ
プ

レ
ー
ス
し
た
。
そ
の
結
果
、
蒸
気
が
余
る
こ

と
に
な
り
、
２
０
１
４
年
に
１
，１
０
０
kW

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
を
発
電
効
率
重
視
の
４
０
０

kW
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
２
台
に
リ
プ
レ
ー
ス
し
た
。

　

さ
ら
に
、
２
０
１
６
年
に
６
０
０
ｋ
Ｗ
ガ

ス
エ
ン
ジ
ン
の
老
朽
化
に
伴
い
８
１
５
kW
ガ

ス
エ
ン
ジ
ン
へ
リ
プ
レ
ー
ス
し
た
が
、
所
在

地
周
辺
の
中
圧
ガ
ス
導
管
の
耐
震
認
定
が
完

Case2 - C O N S U M E R S  C O - O P E R AT I V E  KO B E ,  R o k k o  I s l a n d  Fo o d  Fa c t o r y

■ ガスエンジン仕様概略

メ ー カ ー ヤンマー
エネルギーシステム

三菱重工エンジン
＆ターボチャージャ

モ デ ル 名 EP-400G SGP-815

定 格 出 力 400kW 815kW

台 数 2台 1台

効 率 発電効率：39.6%
排熱回収効率：30.7%

発電効率：41.4%
排熱回収効率：33.7%

ガスエンジン・コージェネ

■ コージェネレーション系統　概要

冷水

コージェネシステム
400kW×2台
815kW×1台

各排熱回収
ユニット

ボイラー給水
予熱熱交換器

蒸気
ヘッダー

温水焚
冷凍機

工場内
電力負荷

製造
ライン

空調・製造
ライン

0.7MPa蒸気

電力

88℃温水
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　生まれも育ちも兵庫県である小職は、幼少の頃からコープこう
べ様・武庫之荘店を利用してきました。その頃から「安全・安心」
のイメージが強かったのですが、取材させていただいて環境にも
大いに配慮されていることがわかりました。今回の取材見学に当
たり、ご多忙の中、ご対応いただきました生活協同組合コープこ
うべ　生産事業部　業務企画管理　近田様、大阪ガス株式会社　
エネルギー事業部　兵庫産業エネルギー営業部　リーダー佐々木
様に改めて御礼申し上げます。（取材・文：深江守）

し
た
が
、
搬
入
経
路
や
設
置
ス
ペ
ー
ス
が
狭

い
こ
と
か
ら
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
無
仕
様
の
発
電

機
セ
ッ
ト
を
搬
入
す
る
な
ど
工
夫
し
た
。

食
品
廃
棄
物
処
理
も
環
境
配
慮
を
徹
底

了
し
た
た
め
非
発
兼
用
仕
様
を
選
択
し
、
Ｌ

Ｐ
Ｇ
仕
様
の
３
８
０
ｋ
Ｖ
Ａ
の
非
常
用
発
電

機
は
撤
去
し
た
。

　

現
在
、
表
に
示
す
通
り
、
４
０
０
kW
ガ
ス

エ
ン
ジ
ン
２
台
と
８
１
５
kW
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン

１
台
の
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

 ［ 

導
入
シ
ス
テ
ム
概
要 

］

　

現
シ
ス
テ
ム
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
に
よ
る
発
電

電
力
は
系
統
連
系
に
よ
り
工
場
内
で
全
量
使

用
し
、
各
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
排
熱
蒸
気
ボ
イ
ラ

か
ら
は
０
・
７
Ｍ
Ｐ
ａ
の
蒸
気
を
食
品
製
造

ラ
イ
ン
へ
供
給
す
る
。
エ
ン
ジ
ン
か
ら
の
温

水
は
２
０
０
Ｒ
Ｔ
の
温
水
焚
吸
収
冷
凍
機
に

て
冷
水
を
生
成
し
て
空
調
や
製
造
ラ
イ
ン
に

供
給
し
、
余
っ
た
温
水
は
熱
交
換
器
を
介
し

て
ボ
イ
ラ
給
水
予
熱
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
蒸
気
や
空
調
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
と
し
て
２
ｔ
の
蒸
気
ボ
イ
ラ
６
台
、

ガ
ス
吸
収
式
冷
凍
機
３
８
０
Ｒ
Ｔ
と
４
０
０

Ｒ
Ｔ
そ
れ
ぞ
れ
１
台
を
備
え
て
い
る
。
停
電

時
に
防
災
負
荷
に
対
し
て
非
発
兼
用
機
よ
り

送
電
し
、
手
動
で
重
要
負
荷
に
送
電
す
る
。

　

８
１
５
kW
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
は
ベ
ー
ス
電
源

と
し
て
運
転
し
、
４
０
０
kW
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン

２
台
は
電
力
デ
マ
ン
ド
に
応
じ
て
運
用
し
て

お
り
、
年
間
運
転
時
間
は
約
５
，０
０
０
時
間

と
な
っ
て
い
る
。
連
系
す
る
系
統
の
契
約
電

力
は
１
，９
０
０
kW
で
あ
る
。

　

最
新
の
リ
プ
レ
ー
ス
で
は
、
機
械
室
の

６
０
０
kW
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
×
２
台
お
よ
び

３
８
０
ｋ
Ｖ
Ａ
の
非
常
用
発
電
機
の
撤
去
ス

ペ
ー
ス
に
８
１
５
kW
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
を
設
置

おから乾燥
設備

メタン発酵設備

生ゴミ
砕袋分別設備

生ゴミ
（4t/日）

工場排水

ビニールゴミ
（0.6t/日）

食用廃油
（0.3t/日）

熱風

砕袋包材

飼料用
原料槽

乾燥機

圧縮減容
保管設備

処理水
（下水道放流）

蒸気
電気

（3t／日）

（1440kWh/日）

搬出

脱流塔

乾燥おから
タンク

工場内

（27㎡）

（80㎡）
可容化槽

ボイラー

焼却炉

排水
処理設備

メタン発酵槽
（180㎡）

ガスホルダー槽
（30㎡）

排
水
汚
泥

（
脱
水
汚
泥
1t
／
日
相
当
）

発電機

生おから
（7t／日）

　

工
場
内
で
発
生
し
た
生
ご
み
（
お
か
ら
を

除
く
）
は
、
破
袋
包
材
を
取
り
除
い
た
後
、

メ
タ
ン
発
酵
槽
で
バ
イ
オ
ガ
ス
（
メ
タ
ン
約

60
％
）
を
生
成
す
る
。
生
成
し
た
バ
イ
オ
ガ

ス
は
、
60 

kW
の
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
を
用
い
て
発

電
し
（
発
電
電
力
量
１
，４
４
０
ｋ
Ｗ
ｈ
／

日
）、
工
場
内
で
利
用
し
て
い
る
。

　

こ
の
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
の
排
熱
温
水
は
メ
タ

ン
発
酵
槽
の
温
度
維
持
（
約
55
℃
）
に
利
用

し
て
お
り
、
一
種
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
シ
ス
テ
ム

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
剰
余
の
メ
タ
ン
ガ

ス
は
メ
タ
ン
ガ
ス
ボ
イ
ラ
ー
で
蒸
気
を
生
成

し
（
３
ｔ
／
日
）、
こ
れ
も
工
場
内
で
利
用

し
て
い
る
。

　

メ
タ
ン
発
酵
槽
の
残
渣
物
は
排
水
処
理
設

備
に
て
処
理
を
行
っ
た
後
に
排
水
し
、
ま
た
、

１
日
に
７
ｔ
発
生
す
る
お
か
ら
に
つ
い
て
は

揚
げ
物
製
造
工
程
で
使
用
し
た
食
用
廃
油
を

燃
料
と
し
た
乾
燥
機
に
て
乾
燥
処
理
（
水
分

含
有
率
５
％
以
下
）
し
た
後
、
家
畜
の
飼
料

と
し
て
再
利
用
す
る
な
ど
、
環
境
に
優
し
い

設
備
と
な
っ
て
い
る
。

■ 食品廃棄物処理設備

27 コージェネ導入事例



　植田製油は、1916年（大正5年）に創業。魚油をかわ
きりに工業油脂関連分野を手がけ、1955年（昭和30
年）には食品油脂製造設備を新設し、食品油脂業界に進
出した。昨年5月に創業100年を迎え、日本でも数少な
い“加工油脂メーカー”として歴史を重ねている。市販さ
れていないことから、一般の方には植田製油の名前はな
じみが少ないかもしれないが、即席麺、パン、菓子、冷凍
食品等の分野の加工業者の方々には名の通った会社で
ある。
　主な取扱商品はマーガリン、ショートニング、フライ油
等で、即席麺、パン、スナック菓子、粉ミルクなど各種の
食品に利用されている。このような加工油脂は原料とし
て植物性油脂、動物性油脂を利用して、精製→硬化→脱
臭→充填の工程を経て加工業者に届けられる。この油
脂は非常にデリケートなもので、最も重要な問題が「酸
化防止」である。このため、植田製油ではタンカー輸送

船を直接接岸できる立地となっており、窒素気流下での
保存システムの採用、タンクの温度調節システムなど最
新の技術を活用することで酸化防止に努めており、添加
剤を使うことなく、最高品質を維持している。ここ本社工
場では、動植物油脂を原料として年間80,000t以上の
製品を生産・出荷している。

熱需要の大きい生産設備の省エネ・コスト削減で
コージェネ導入の有効性を実証

植田製油株式会社　本社工場
U E D A  O I L S  &  F A T S  M F G .  C O . ,  LT D

■ 施設概要
所 在 地 兵庫県東灘区魚崎浜町17番地

面 積 敷地面積：33,125㎡／延床面積：12,178㎡

設 立 1949年（昭和24年）

コージェネ導入のポイント
施設の運用に合わせた電力、熱の高効率活用
環境性の向上
ランニングコスト削減

1
2

3

Case3
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大阪ガス

エネット

コージェネ
（400kW×2台）

プロセス加熱用
蒸気ボイラ

電力

熱源水

蒸気

高圧蒸気

照明、動力、一般負荷

プロセス冷却、
ボイラー補給水加熱

加熱、殺菌

加熱

コ
ー
ジ
ェ
ネ
導
入
と
都
市
ガ
ス
利
用
で

電
力
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
も
省
エ
ネ
も

 ［ 

導
入
の
経
緯 

］

　

も
と
も
と
油
脂
タ
ン
ク
の
温
度
管
理
用
と

し
て
蒸
気
を
大
量
に
消
費
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
工
場
稼
働
時
か
ら
蒸
気
ボ
イ
ラ
を
利

用
し
て
い
た
が
、
１
９
９
９
年
に
外
国
製

の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
シ
ス
テ
ム
（
５
２
０
kW
×
１

台
）
を
導
入
し
省
エ
ネ
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
削
減
を
図
っ
た
。
た
だ
、
導
入
当
初
か
ら

不
具
合
が
続
き
、
そ
の
原
因
が
な
か
な
か
解

消
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
導
入
か
ら
16
年

を
迎
え
た
更
新
段
階
で
設
備
能
力
を
見
直

し
、
２
０
１
５
年
９
月
に
現
在
の
シ
ス
テ
ム

（
４
０
０
kW
×
２
台
）
に
変
更
し
た
。

　

Ｂ
Ｏ
Ｓ
（
ブ
ラ
ッ
ク
・
ア
ウ
ト
・
ス
タ
ー

ト
）
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い
る
た
め
、
停

電
発
生
時
に
も
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
起
動
し
て
発

電
し
、
製
品
タ
ン
ク
内
の
油
脂
を
取
引
先
へ

出
荷
で
き
る
よ
う
に
万
全
の
対
策
を
講
じ
て

い
る
。
ま
た
、
今
回
か
ら
温
水
排
熱
は
、
吸

収
式
冷
凍
機
を
用
い
た
プ
ロ
セ
ス
冷
却
に
利

用
し
て
い
る
。

ガスエンジン・コージェネ

■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略
メ ー カ ー ヤンマーエネルギーシステム株式会社

モ デ ル 名 EP-400G

定 格 出 力 400kW

総 合 効 率 71.2％

各 効 率
発電効率：40.5％
温水回収効率：15.0％（533.0MJ/h）
蒸気回収効率：15.7％（558.2MJ/h）

台 数 2台

■ 導入システムのエネルギーフロー

29 コージェネ導入事例



　取材当日はあいにくのお天気でしたが、お忙しい中ご対応いただいた植田製油株式会社　生産本部取締役　村山部
長様、生産本部営繕課　山下担当課長様、河西副主任様及びメンテナンスを担当されている大阪ガス　エネルギー事
業部　兵庫産業エネルギー営業部　福原様にはこの場を借りて改めてお礼を申し上げます。（取材・文：島田謙児）

 ［ 

運
転
実
績 

］

　

本
事
例
で
は
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
発
電
電
力

は
系
統
連
系
さ
れ
、
事
業
所
内
で
自
家
消
費

し
て
い
る
。
ま
た
、
１
台
を
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド

運
転
、
も
う
１
台
を
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
運
転
と

し
、
構
内
の
電
力
負
荷
に
合
わ
せ
て
運
転
し

て
い
る
。
年
間
の
運
転
時
間
は
４
，
８
０
０

時
間
／
台
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

　

下
左
の
グ
ラ
フ
は
、
２
０
１
６
年
の
運
転

実
績
に
基
づ
い
た
、
月
ご
と
の
受
電
・
発
電

電
力
量
の
推
移
を
示
し
た
も
の
。
電
力
負
荷

の
大
き
い
夏
場
で
も
、
50
％
近
く
の
電
力
負

荷
を
コ
ー
ジ
ェ
ネ
で
賄
え
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

　

下
右
の
グ
ラ
フ
で
は
、
同
年
の
月
ご
と
の

発
電
効
率
、
熱
利
用
効
率
の
推
移
を
示
し
た
。

発
電
効
率
は
年
間
を
通
し
て
39
％
前
後
、
熱

利
用
に
関
し
て
も
蒸
気
・
熱
源
水
と
も
に
安

定
し
て
お
り
、
総
合
効
率
と
し
て
69
％
程
度

と
な
っ
て
い
る
。
カ
タ
ロ
グ
ス
ペ
ッ
ク
で
の

ヒ
ー
ト
バ
ラ
ン
ス
は
負
荷
率
１
０
０
％
時
で

総
合
効
率
71
・
２
％
、
負
荷
率
50
％
時
で

68
・
９
％
で
あ
る
。
十
分
な
温
熱
負
荷
が
あ

る
こ
と
で
、
全
体
と
し
て
非
常
に
高
い
効
率

を
実
現
で
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

本
物
件
で
は
、
空
調
用
と
し
て
ガ
ス
エ
ン

ジ
ン
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
（
Ｇ
Ｈ
Ｐ
）
を
採
用
し

て
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
と
と
も
に
電
力
ピ
ー
ク

カ
ッ
ト
に
貢
献
し
て
い
る
。
蒸
気
熱
源
と

し
て
ガ
ス
蒸
気
ボ
イ
ラ
も
採
用
し
て
お
り
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
設
備
と
合
わ
せ
て
都
市
ガ
ス
を

積
極
的
に
利
用
し
、
省
エ
ネ
・
省
Ｃ
Ｏ
２
（
二

酸
化
炭
素
）
に
貢
献
し
て
い
る
。

　

温
熱
負
荷
の
大
き
い
産
業
に
関
し
て
は
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
非
常
に
有
効
な
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。
国
産
汎
用
型
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
設
備
を

導
入
す
る
こ
と
で
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
も
良

好
に
保
た
れ
て
お
り
運
転
実
績
か
ら
も
非
常

に
良
好
な
運
転
状
況
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
た
。
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